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１ はじめに

本校では、不登校の兆候をつかむために、

人間関係が落ち着き始める６月、新たな変化

が見られる11月に生活アンケートを行ってい

る。その中で気になる回答をした児童には個

別に話を聞き、対応してきた。また、年度初

めに前担任との情報交換を行ったり、定期的

に行われる生徒指導部会で不登校の動向を情

報交換したりし、不登校児童の把握と減少に

努めてきた。

ここ３年、登校がほとんどできなくなる不

登校児童はいないが、欠席がちで年間30日以

上休む児童が数名いる。中には、安易に休ん

でしまう児童もいる。学校として欠席率を掲

げ、児童、保護者の心に「休まない」「でき

るだけ休ませない」という雰囲気をつくり、

全員そろって学習できる環境を整えていきた

いと考えた。不登校の傾向がある児童を少し

でも減らすためには、休みがちな児童を早い

時期に知り、担任一人ではなく学校として取

り組んでいくことが大切である。そこで、今

まであった「不登校マニュアル」を見直した

り、新たに「ケース会議」を取り入れたりす

るなどの実践に取り組んだ。

２ 実践の内容

(1) 学校として欠席率を掲げる

本校の平成18年度の全校児童の欠席率は、

2.8％であった。この数値を踏まえ、平成19

年度に２％以下に抑えることを学校の目標と

して掲げた。具体的には、一人平均年間４日

以内（年間授業日数は約200日、200日×２％

＝４日）、全校１日平均13人以下（全校児童

数約650人×２％以下）を目安とした。20年

度には１％以下（一人平均年間２日以内）に

抑えることを目標としている。本校では、１

％は楽しい学校をつくれるかどうかの分かれ

目の欠席率と考えている。

子どもたちへの呼びかけとして始業式の校

長の講話の中で、保護者への呼びかけとして

PTA総会で、「休まない心と体をつくろう」

と目標を示し、「欠席カード」 参照 に(図６ )

欠席率を反映させた。このようにして欠席率

１％を児童や保護者に意識付けし、「休まな

い」「できるだけ休ませない」環境を目指し

ている。

(2) 不登校対応マニュアル

本校には「不登校マニュアル」が以前から

あったが、担任としての行動の目安が明確化



されていなかった。そのため、児童がどんな

状態になったら不登校の兆候があると捉えて

動き出せばよいのかがわかりにくかった。ま

た、明らかな登校渋りではなく、体調が悪い

と欠席の連絡をしてくる児童の中にも不登校

の兆候が見える場合があった。そこで、担任

としてどの時点で動けばよいのかを明確化し、

不登校の兆候がある児童への対応を早くする

ために、マニュアルの見直しを行った 。(図１)

図１ 不登校対応マニュアル

ア 担任の対応

本校では、友達関係が落ち着かない学期初

めに、担任が始業前、休み時間等にできるだ

け教室にいる時間を長くとるようにしている。

児童の様子を見たり児童の話に耳を傾けるな

どを意識的に行うためである。友達をつくれ

ず一人になりがちな児童の姿を認めたら、担

任とその児童の繋がりを築き、学級での居場

所をつくれるように心がけている。例えば、

「先生の下駄箱はここだよ。」「先生の車は

あれだよ。」など個人的に教えることで、親

近感をもたせている。

さらに、群馬県教育委員会から出ている

「不登校対策マニュアル」を参考に、「１日

欠席で電話連絡、３日連続欠席で家庭訪問」

を各担任が確実に行うこととした。担任から、

「心配しているよ。早く学校に来られるとい

いね。待っているよ。」という思いを児童や

保護者に伝え、欠席後の登校しづらい気持ち

を和らげるようにした。家庭訪問の際に学級

の友達からのメッセージを届ける工夫をし、

保護者や児童から「嬉しかった。」という声

も寄せられた。

イ 個人指導カード

不登校の兆候が見られる児童について、各

学年ごとの引き継ぎに役立つように、平成19

年度から「個人指導カード」を作成している

。平成19年度は月６日欠席があった時(図２)

点で「個人指導カード」を作成したが、６日

に満たなくても積み重なって年間30日以上欠

席する場合があった。そこで平成20年度から、

月３日以上の欠席が３か月続いた児童を「不

登校傾向児童」とし、「個人指導カード」を

作成することとした。

小中学校の連携として、中学校区の３小学

校で共通の「引き継ぎカード」を作成し活用

している。「個人指導カード」は「引き継ぎ

カード」に結びつくように、不登校傾向が見



られなくなっても卒業時まで引き継いで記録

している。そして欠席等の数字には問題ない

が休み明けに登校を渋るなどの様子が見られ

た児童や、６年生の時には登校できていたが

それ以前に不登校の兆候があった児童につい

ても、「引き継ぎカード」を作成している。

中学校からは、細かい資料が指導に役立った

との話もあった。

「個人指導カード」を作成するため、毎月

各担任が３日以上欠席した児童の名前と欠席

数、欠席の理由を生徒指導主任に報告してい

る。生徒指導主任は、報告をもとに、学期末

図２ 個人指導カード

に月３日以上欠席があった児童全員の欠席・

遅刻・早退等の状況を一覧表にまとめ、不登

校の兆候をつかむようにした 。養護教(図３)

諭と連携し、欠席が月３日未満でも遅刻や早

退、保健室に来室することが多い児童につい

ても一覧表に記入し、担任が個人指導カード

を作成した。

(3) ケース会議

「個人指導カード」に記載された「不登校

傾向児童」について、ケース会議を開く。ケ

ース会議は、担任、校長、教頭、生徒指導主

任、教育相談主任、養護教諭、必要な場合は

その他関係職員で行う。生徒指導主任は、不

登校傾向児童を今までに担任した職員からも

情報を集め、ケース会議の資料として準備す

る 。不登校解消に向けどのような対応(図４)

図４ 過去の担任の情報

図３ 月３日以上欠席児童の欠席・遅刻・早退等の状況一覧表

平成 年度   学期末 月３日以上欠席児童

ＮＯ． 学年 組 性別 氏名 ４月欠席 ５月欠席 ６月欠席 ７月欠席 １学期欠席 早退 遅刻 保健室登校 計 欠席理由等 欠席の様子

1 0 4 0 1 0 家の都合４

2 6 0 0 1 0 発熱６

3 3 3 1 7 0
体調不良  　 発熱
風邪   　頭痛

4 3 0 0 0 0 頭痛１　嘔吐２

5 3 0 0 0 0 発熱３

不登校相当

準不登校

欠席＋保健室等＋（遅刻早退÷２）＝３０日以上

欠席＋保健室等＋（遅刻早退÷２）＝１５日以上３０日未満



をとればよいのかを多角的に検討することで、

より具体的な方策を考えることができる。

方策として、生活習慣や健康面に問題があ

ると考えられる場合には、養護教諭による健

康相談を実施する( 、 参照)。若い２(4) ３(2)

担任の場合などには学年主任が担任と共に保

護者や児童の支援に当たる。必要がある場合

には管理職や学習生活相談員等が支援に当た

り、保護者の意識を変え、家庭環境を改善す

る。

(4) 保健室の役割

ア 保護者へのサポート

日常の保健室においては、朝児童を学校に

送り届けた時や、早退等で迎えに来た時を利

用して、カウンセリングを行っている。保護

者の不安を解消し、児童を学校へ送り出そう

という気持ちになるようサポートをしている。

ケース会議において「健康相談」が必要と

判断した場合に保護者に来校してもらう。

「健康相談」の中で、学校で見られる体調の

様子を伝えたり、専門医にかかるよう勧める

などのアドバイスを行っている。不安を抱え

ている保護者には、具体的に体調不良の様子

を聞き、日常的な不安の解消を目指している。

平成19年度には２回健康相談を実施し、その

後の欠席数の改善につながった( 参照)。３(2)

イ 児童へのサポート

不登校傾向のある児童が来室した際には児

童の話をよく聞き、心のよりどころとなるよ

うにしている。また、登校後、教室に入れな

い児童を少し休ませるなどの場所としても活

用している。

ウ 欠席数等の把握

図５ 保護者との面談の様子

保健室では、毎日の欠席率を算出し、月末

に３日以上の欠席児童に留意し、きめ細かく

データをとっている。そのデータを管理職に

毎日報告し、健康状況の変化や家庭状況の変

化をつかめるようにしている。欠席数が月３

日未満でも遅刻や早退、保健室来室が多い児

童についての情報を、その都度担任と生徒指

導主任に伝え、不登校に陥らないように連携

している。

(5) 家庭へのアプローチ

～欠席カードの工夫～

欠席の連絡に使う欠席カードの形式を、平

成20年度から保護者に欠席数を意識してもら

える形にした 。学校として掲げた欠席(図６)

率１％・２日毎に印を付け、欠席を書く欄も

意識的に少なくした。通常の欠席数はこの欄

に収まるくらいであるという学校の願いを込

めて、全児童に配布した。

さらにPTA総会で校長から保護者に向け、

平成20年度用欠席カードを示し、できるだけ

学校を休ませないようお願いした。

図６ 欠席カード



３ 改善が図られた事例

(1) ５年女子の事例～校長との教育相談～

ア 欠席の様子

１年生のときから欠席がやや多い児童であ

ったが、４年生で年間欠席数42日と急増した。

５年生になり、月・木曜日に欠席がちで、体

育の授業がある日には登校を渋った。登校し

ても保健室に行き体調不良を訴えることが多

かった。６月には欠席は１日であったが、体

育はすべて見学し、毎朝登校を渋っていた。

母親は登校させようと児童に対して厳しい態

度で接し、朝登校を渋っても児童を学校に送

り届けていた。

イ 相談の様子

４月から、母親が時間をとれる月曜と木曜

の週２回、午前９時頃から30分程度、校長に

よる教育相談を行うことにした。

教育相談により、日々の子どもの様子の変

化を、学校と母親とが共有するようにした。

また、母親が困ったときの対処法を話し、抱

えている焦りを和らげられるようにした。

校長からは、週２回欠かさず校長室を訪れ

てほしいこと、教育相談の日は子どもが欠席

しても学校に来て情報交換を行ってほしいこ

と、家庭での子どもの様子を話してほしいこ

とをお願いした。学校へ教育相談に来ること

を含め、子どものために時間を費やすことで、

母親として真剣に愛情を注いでいることを児

童に実感させるためである。

ウ 母親の変化

面談を積み重ね、児童の心の重荷になって

いるものが母親の中で明らかになり始めた。

図７ 校長との教育相談の様子

教育相談開始当初は、体育を嫌いなことが登

校を渋る原因であるということであった。６

月には友達関係がこじれたこと、７月には水

泳の授業、８，９月は運動会の練習と、原因

が変化していった。原因が変化する中で、母

親は、子どもの「登校したくない」気持ちに

焦りを感じて強く叱ると子どもが登校を渋る

ようになると気づいていった。母親が不安定

になりいらいらしていると、子どもも不安定

になる。母親は、自分自身の心の安定が大切

であることを理解し、ゆったり構えるように

なった。子どもに「早くやりなさい」と急か

していたのが、ゆったり見守る様子が見られ

るようになった。

エ 児童の変化

自分のために時間を費やし、ゆったり構え

る母親を見て、児童の気持ちも安定し、親子

関係が改善されてきた。持久走大会の練習が

始まると登校を渋り、大会当日も見学ではあ

ったが、欠席数はその月も３日以内に収まっ

た。その陰には、「できるところまででいい

からやってごらん。」という母親の励ましが

あった。保健室に通う回数も徐々に減ってい

った。

オ その後の様子

12月で校長との教育相談は終了した。５年

生での年間欠席数は４年生より減って23日で

あった。現在６年生となり、母親との関係は

良好で、１学期は１日も休まずに元気に登校

している 。(表１)

2) １年男子の事例(

～養護教諭による健康相談～

ア 欠席の様子

入学当初から月３日以上の欠席が続き、11

表１ ５年児童の欠席数

当該 年度

月 １学期 ２学期 ３学期 計

欠席 9 11 3 23

早退 10 2 0 12

遅刻 1 1 0 2

保健室等 12 1 1 14

次 年度

月 １学期

欠席 0

早退 0

遅刻 0

保健室等 0

教育相談相談実施



月までに欠席数は26日になっていた。理由は

喘息発作、アレルギー性結膜炎、鼻炎などの

アレルギー疾患、発熱などが主である。学校

生活の中では元気に過ごせているので、母親

の心配が子どもに影響を与えていることが原

因であると思われた。そこで、母親に来校し

てもらい、担任と養護教諭による健康相談を

行うことにした。

イ 相談の様子

母親の話では、幼稚園の時もアレルギーが

強く、欠席が年間の半分に及び、登園しても

外で遊んでいると雑草などのアレルギーによ

り急に顔が腫れてしまうこともあったという。

医師に勧められ、服薬と吸入をしているが、

発熱が続くことがあり、欠席が多くなったと

のことであった。

養護教諭は、小学校入学以降、学校でアレ

ルギー症状を示すことは一度もなかったこと、

幼稚園の時より体力もついてきたであろうこ

とを話した。また、医師の指示通り服薬して

いればある程度予防でき、必要ならば吸入器

を学校へもってきて保健室で吸入の支援をし

てもよいことを話した。食べ物のアレルギー

はないとのことだったので、好き嫌いなく食

べ、早寝早起きなどの基本的な生活習慣を身

につけ、運動などで体を鍛えるようにしてい

くとよいとアドバイスをした。困っているこ

と、心配なことがあったらいつでも相談に来

てほしいということも伝えた。

ウ その後の様子

健康相談後、児童の欠席数は減り、12月以

降３月までの欠席数は２日、年間欠席数は28

日であった。現在２年生となり、１学期の欠

席数は５日で１年生の時より大幅に減少した

。(表２)

４ おわりに

ここ２年間の学校全体の欠席率の変化を月

ごとに統計をとり、グラフにした 。平(図８)

成18年度は2.8％、２，３月の欠席率の上昇

はインフルエンザの流行によるものである。

６月の欠席率の上昇は、天候不順による体調

不良と不登校傾向が関わっていると考える。

実践に取り組み始めた19年度には、欠席率

は2.3％に下がり、冬以外の大きな欠席率上

昇は抑えられた。20年度になり、１学期の統

計では欠席率1.3％となり、６月に小さな上

昇はあったもののここ２年の欠席率と比べて

低く抑えられている。

平成19年度から実態に合わせて不登校児童

を減らす取組を続けてきた。不登校として報

告に挙げた児童数は、平成18年度は８名であ

ったが、19年度には３名となっている。これ

は、これまでの取組の成果であると考えてい

る。

目の前の児童や家庭の様子とその変化を見

つめ、今あるシステムを少しずつ改善し、不

登校になる児童がなくなり楽しい学校となる

よう、これからも取組を続けていきたい。

図８ 欠席率の変化

〈参考文献〉「不登校対策マニュアル」

平成19年３月 群馬県教育委員会
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表２ １年児童の欠席数

当該 年度

月 １学期 ２学期 ３学期 計

欠席 16 10 2 28

早 退 0 1 0 1

遅 刻 0 8 2 10

保 健室等 0 0 0 0

次 年度

月 １学期

欠席 5

早退 0

遅刻 2

保健室等 0

健康相談実施


